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関係としての企業 
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    つれづれなるまゝに、日くらし、硯にむかひて、心に移りゆくよしなし事を、 
   そこはかとなく書きつくれば、あやしうこそものぐるほしけれ。 
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† ここでの「企業」は、日常、漠然と共通に認識されている企業である。これまで別の場所でも論じてき
たが、それは、当然、より厳密に規定されなければならない。詳しくは、拙稿「リアルとは何の謂いか―
経営学関連分野を中心に―」『経営情報研究―摂南大学経営情報学部論集―』第 11 巻第 1号（2003年 7月）
や「経営と公共性」同第 15巻第 2号（2008年 2月）などを参照していただきたい。そこでは、「（狭義の）
企業」、「事業」、「経営」からなる「経営体」という概念が論じられているが、この経営体こそ、日常用語
の企業を詳らかに考察した結果、提起された概念である、ということだけ指摘しておく。 
†† これは、筆者の独創ではない。たとえば、Rosenthal, S.B., and Buchholz, R.A., Rethinking Business Ethics: A 
Pragmatic Approach, Oxford University Press, 2000. 岩田浩・石田秀雄・藤井一弘訳『経営倫理学の新構想―
プラグマティズムからの提言―』文眞堂、2001 年、の第 10章「プラグマティズムと企業に関する今日の
経営倫理学のパースペクティヴ」の「ステークホルダー理論」の項（pp.149-157, 192-200ページ）を参照。 
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* * * * 
 relation が独立の実体の間にある「関係」を表すというのは、「２つないしそれ以上の名辞





らは諸事物の間に自然に存在するものとして考えられる。（That feature or attribute of things 
which is involved in considering them in comparison or contrast with each other ; ･･･ ; any connexion, 




 relation（relate）の語源であるラテン語の referre（re- 後へ＋ferre 運ぶ＝運び戻す）は、referの
語源でもある。そして、referは、「究極の原因、起源、（著者）ないし源としてのある人物ない
し物事へ（何事かを）辿り、割り当て、属させ、あるいは帰させること（To trace（back), assign, 
attribute, impute（something）to a person or thing as the ultimate cause, origin,（author,）or source.）」
（1374年～1871年の用例）であり、かつ「物事を、ないしは諸々の物事の類（class）をしかるべ
き場所に適切に包含ないしは包括されるものとして割り当てること(To assign to a thing, or class 
of things, as being properly included or comprehended in this.）」（1374年～1875年の用例）を意味し
ている。 








* * * * * 
 組織間関係（interorganization relation）は、「調整された活動のシステム」へと referすること
ができるし、おそらくは「調整された活動のシステム、すなわち調整された活動という要素か
らなるシステム」としての組織は、「調整された活動」ひいては「調整されつつあること」へと
refer することができる。同様に、企業は「財やサービスの生産活動」へと refer できるし、当
然のごとく、その活動に幾ばくかの賭金を積んでいるという relation において、性格の異なる
                                                          
† 特に注記しないかぎり、以後の「語」についての注釈は、Oxford English Dictionary (2nd ed.) による。 
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ステークホルダーが現出し、各ステークホルダーのステークホルダーたる所以は、その活動に
referすることによって明らかになるのである。 
 いくらか具体的に述べて、この稿を了えたい。企業は、「財やサービスの生産活動」へと帰せ
しめることができるのだが、その活動自体もいくつもの関係からなっている。可能性として、
いまだ現れていない「関係」があるゆえに、この関係をすべて挙げることはできない。したがっ
て、いくつかの例示にとどめざるをえないが、完成財（サービスを含む）の売買「関係」の中
から、販売者と消費者というステークホルダーが、原材料の売買「関係」の中から、原材料供
給者と製造者というステークホルダーが、資金の貸借「関係」の中から、債権者と債務者とい
うステークホルダーが、そして資金の出資かつ資本の保全「関係」の中から株主と法的な「会
社」というステークホルダーが、雇用「関係」の中から雇用者と被用者というステークホルダ
ーが現れるのである。このようなリストはまだまだ続く。このような関係の総体として「企業」
が在ると言えよう。 
